
福岡県立筑後特別支援学校 高等部生徒心得 

 

 本校の高等部生徒は、校訓である「明るく」「やさしく」「たくましく」を守り、社会的自立に向けて必要

な知識や技能及び態度を身につけて、社会参加を目指す。 そのためには、自らが社会の一員であることを自

覚し、お互いに協力し合いながら自らが楽しい学校生活を作り上げていかなければならない。 

 皆で協力し合って、この心得をしっかり守るようにしよう。 

 

 

礼 儀 

 １ 自分も他の人も大切にしよう。 

  ２ 自分からすすんで元気のよい挨拶をしよう。 

 ３ 丁寧な言葉づかいをしよう。 

 ４ 清潔な身だしなみを心がけよう。 

 ５ 感謝の気持ちを言葉と行動で表そう。 

 

風 紀 

 １ 時間を守り、規則正しい生活を送る。 

 ２ 友達とのお金、遊び道具や物の貸し借りはしない。（物の例：タオル、洋服、スマートフォンなど） 

 ３ 友達の心や体を傷つけることはしない。 

  ４ 学校の生活に必要のない物は持って来ない。どうしても必要のある時は、担任に相談すること。 

  ５ 次のことは禁止する。 

  （１）喫煙・飲酒及び危険な薬物の使用。 

  （２）暴力行為や凶器及び人を傷つけるおそれのある物の所持。 

  （３）パチンコ店など、高校生としてふさわしくない場所への出入り。 

  （４）保護者以外との深夜外出、外泊 

  （５）無断でのアルバイト。 

  （６）無断での免許取得、原付バイク・自動車の運転。 

  （７）ＳＮＳ等への書き込み、メッセージのやり取りにおいて、以下のことは禁止する。 

   ① 他人の個人情報を無断でさらすこと 

     個人情報の例：氏名、住所、性別、生年月日、画像、メールアドレス、電話番号、学校名等 

   ② 脅迫（きょうはく…害を与えると言って脅すこと） 

   ③ 名誉毀損（めいよきそん…誰かの名誉を傷つけて評判を落とすこと） 

   ④ 信用毀損・業務妨害（しんようきそん・ぎょうむぼうがい…うその評判を広めたり、人をだまし

たりして、人の信用を失わせること、または仕事のじゃまをすること） 

   ⑤ 侮辱（ぶじょく…他の人がいる場、または見ることができる場で、悪口を言うこと） 

   ⑥ 児童ポルノ所持・提供（じどうぽるのしょじ・ていきょう…洋服を一部または全部着ていない等

１８歳未満の人の写真・画像を持つこと、要求すること、渡すこと、送信すること、投稿するこ

と） 

  （８）その他、法律等規則を守らない行為。 

 

通 学 

 １ スクールバスの乗車時は添乗員の指示に従うこと。 

 ２ スクールバス出発時刻の 5分前にはバス停に到着しておくこと。 

 ３ スクールバスの安全運行を妨げる行為を繰り返す場合は、スクールバスの乗車を認めない。 

  ４ スクールバス内でスマートフォンを使用せず、指定された座席に座ること。 

５ 自力通学を希望する生徒は、保護者・担任とよく相談し、生徒指導部の通学指導担当者に申請し、学校

長の許可が出た後に、自力通学を行う。ただし、通学に問題がある場合は、自力通学を認めない場合が

ある。 



   （１）自転車通学許可の条件 

   ア 自転車保険（個人賠償責任補償等）に加入し、証書の写しを学校に提出すること。 

   イ ヘルメットを着用すること。 

   ウ 通学バスや学校への遅刻連絡、事故時の連絡等、緊急時に対応できること。 

   エ 駐輪場では必ず鍵をかけること。 

     オ 通学バスのバス停まで自転車通学する者は、駐輪場については保護者が依頼し、駐車許可を得

ること。 

   カ 交通安全を心がけ、交通法規・マナーを守り、届け出た通学路以外は通らないこと。 

   キ 自転車の整備を常に行っておくこと。（ブレーキ、タイヤの空気圧、ベル、ライト等） 

   ク  自転車通学生への安全教室に必ず参加すること。 

   ケ 以下の危険運転はしないこと。 

二人乗り、イヤフォンをつけての運転、スマートフォンを操作しながらの運転、傘さし運転、

並走等 

コ 整備不良車での運転、危険運転を行った場合、自力通学を取り消す場合がある。 

 

  （２）公共の交通機関での通学許可の条件 

       ア 時刻表を確認し、遅れないように行動できること。 

   イ 公共の場でのマナーを守ることができること。 

   ウ 遅延や事故等、緊急時に対応できること。 

 

（３）徒歩での通学許可の条件 

   交通安全を心がけ、交通法規、マナーを守り、届け出た通学路以外は通らないこと。 

 

 ６ 保護者から送迎してもらう場合は、８時５５分に間に合うよう通学する。 

 

  ７ 寄宿舎については、入舎の要件等を別に定める。 

 

服装及び所持品 

   １ 本校制服は次の通り 

     （１）ア 冬服（通学時や式、面接等で着用） 

         学校指定のジャケット、スラックス、スカート、白の長袖（無地ポロシャツを推奨） 

イ 夏服（通学時や式、面接等で着用） 

      学校指定の胸に校章のついた白の半袖開襟シャツ、またはポロシャツ、スラックス、スカート 

ウ 防寒着 

           ① 防寒着については特に指定はしないが、制服ジャケットの上から着用する。通学にふさわ

しい防寒着にする。（無地が望ましい） 

           ②  ジャケットと白長袖の間にセーター・トレーナー・ベスト・カーディガンを着用しても良

い。色は黒・紺・グレー・白・茶とし、無地とする。 

       ③ ネックウォーマー、マフラー、手袋の着用は認めるが、校内でははずすこと。 

④ タイツ（黒色）を認める。 

⑤ ジャケットの後ろ襟からフードの出るような着こなしは禁止とする。 

⑥ 体調不良や厳しい寒さ等により校内で着用したい場合は担任と相談の上着用すること。 

      エ 校内着（校内で過ごす際に着用） 

        上着：長袖（学年カラー 赤・青・緑）、長袖（白色薄手）、半袖、 

        ズボン：長ズボン・半ズボン（学年カラー 赤・青・緑） 

      オ 作業服（作業、実習等で着用） 

        長袖、長ズボン（春夏用と秋冬用がある） 

     （２）衣服の調整 

         ア 気候と体調をよく考え、その時にあった服装にする。 

イ 式典や面接、校外での活動等、状況に合わせて、着こなしを整えること。 

ウ 寒さ対策として、校内着の下に白長袖等を重ね着することができる。 



     （３）靴  

安全に通学できる靴で登校すること。体育の授業でも使える靴を選ぶ。特段の事情があるときは担

任へ相談すること。 

     （４）上履き 

校内で履きやすい形で、スリッパ形状のものは禁止とする。特段の事情があるときは担任へ相談す

ること。 

     （５）アンダーシャツ（下着） 

ア 肌が透けて見えない物を着る。柄物や派手な色、バックプリントがある物は着ないようにする。 

イ ハイネックの下着、校内着半袖シャツの下に長袖下着の着用、半ズボンの下にタイツ等の着用 

はしない。長袖シャツや長ズボンを着用すること。 

     （６）ベルト 

ア ベルトを使用する際は黒系統の単色とし、金属等の飾りのない物とする。 

イ サスペンダー、バックルのないボタンベルトの使用も可とする。          

（７）頭髪・風紀 

頭髪は清潔に保ち、学習や作業がしやすい髪型にすること。 

ア 前髪は目にかかる場合は、切る、結ぶ、留めるなどして、目にかからないようにすること。 

イ 肩にかかる長さの頭髪は結ぶこと。 

ウ リボン、飾りのついたゴム・ピン、シュシュは使用しない。 

エ パーマ・脱色・染色・奇抜な髪型、過度な眉そり、化粧、ピアスなどは禁止する。 

 

  ２ 所持品  

      （１）水筒、ハンカチ、タオル及びティッシュを持ってくること。 

      （２）学校に納入する以外の金銭、学校生活に不必要な物（ゲーム機・ゲームソフト・スマートフォン・

音楽プレーヤー・イヤフォン・プレゼント）は持ってこない。 

（３）通学時に必要な物があれば、担任に相談して通学時使用届を提出し、生徒指導部で検討する。 

   （４）スマートフォンは、登下校時は通学バッグの中に入れ、登校後すぐ担任に預ける。 

（５）通学バッグについては安全面を考え、必要な物を持ち運びできるものとする。 

      （６）所持品には必ず、氏名を記入しておく。紛失したときにはすぐに担任に届けること。 

 

学校内の設備利用 

   １ 学校内の設備は、みんなで使うものであるので、大切に扱うこと。 

  ２  壊したり、使えなくしたりした場合は、すぐに先生に報告すること。 

   ３ 勝手に持ち出したり、許可無く使用したり、関係ない施設に入室したりしないこと。 

  ４ 許可なく生徒だけで先生のいない所へ行かないこと。 

 

学校外生活 

   １ 校外においても、社会のマナーを守り、規則正しい生活を送る。 

   ２ アルバイト 

       （１）アルバイトは、「アルバイト許可願い」を提出し、学校長の許可を得ること。 

       （２）原則、学校休業日とし、１９時までに帰宅できる時間とする。 

 （３）飲酒を主とする店でのアルバイトは、認めない。 

       （４）（２）、（３）をふまえ、条件によっては許可しない場合がある。 

   ３ 生徒のみで友人宅に外泊することは禁止する。また、保護者以外との夜間の外出は禁止とする。 

   ４ 運転免許の取得については、「高等部生徒の運転免許取得について」に則ること。 

    （１）本校では原動機付自転車及び自動車での通学は認めない。 

（２）自動二輪の免許取得は認めない。 

（３）自動車学校入学、教習所入所、原動機付自転車免許申請は以下の条件を満たすことで可能とする。 

① 保護者からの申し出があり、免許取得の必要性について十分に検討されていること。 

② 高等部３年生の２学期終業式以降であること。 

 



③ 保護者が事前に「普通自動車・原動機付自転車免許 入校（受験）届」を生徒指導部へ提出し、 

生徒指導委員会にて十分に協議した後、学校長の許可を得た場合。 

  なお、免許取得に関しては学校の時間以外の時間を利用して取得するものとし、合宿免許も含 

め学校を休んで自動車学校に通うことは認めない。 

（４）免許取得後は、「普通自動車・原動機付自転車免許取得届」を生徒指導部へ提出すること。 

    （５）免許取得後も原動機付自転車・自動車の運転は、卒業証書授与式当日までできないものとする。 

 

諸届・願 

   諸届・願は担任を通じて生徒指導部の各係に提出すること。 

 

生徒心得違反への特別な指導 

 これらの生徒心得を守れなかった場合、よりよい学校生活が送れるように特別な指導を行う。 

 

  

 

以上の規則は、平成２８年４月１日より実施。なお、必要と認められた場合は、生徒指導委員会、児童生

徒総会等で話し合い、校長の判断により付け加えたり、改めたりできる。 

 

   平成２９年２月２０日 一部改訂 

   平成３０年４月        普通車・原動機付自転車について一部改訂 

   令和 ３年３月        免許取得に関わる活動時間について一部改訂 

令和 ３年５月    免許取得に関わる条件について一部改訂 

令和 ４年３月    服装及び所持品について一部改訂 

令和 ５年３月    服装及び所持品について一部改訂 

令和 ６年３月    一部改訂 ＳＮＳ等への書き込みの項を新設 

令和 ７年３月    自転車通学・通学バス通学関連、服装について一部改訂 

特別な指導についての項を新設 

  令和 ８年３月    通学バス通学関連、自転車通学許可の条件、頭髪・風紀、所持品について一部改 

             訂 


